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平成30年度事業報告

1．衛生思想事業（継続事業　1）
1-1第45回くらしと健康展

事業名： 第45回くらしと健康展
日　時： 平成30年10月28日（日）　10：00～16：00
場　所： 京都府医師会館
内　容： 簡易血糖測定・グリコヘモグロビン測定・臨床検査紹介資料配布
参加数： 総数：20名（京臨技会員：18名、理事：9名、研究班員：7名、公募：2名、賛助会員：2名）
来場者： 約600人
検査数： 簡易血糖測定：424テスト、グリコヘモグロビン測定：387テスト
報告者： 中村　和彦（京都和光純薬）

1-2京都府医療推進協議会主催イベント
　平成30年度は開催事業がありませんでした。

1-3子宮頸がん啓発活動　LOVE49

事業名： LOVE49　子宮頸がん啓発活動
日　時： 平成30年4月29日（日）　13：00～17：30
場　所： ゼスト御池　河原町広場
主　題1： 子宮頸がんについて
講　師1： 加藤　順子　技師（株式会社　セルネット）
主　題2： 子宮頸がん　パネルディスカッション
講　師2： 江口　光徳　技師（宇治徳洲会病院）、工藤　里香　先生（京都橘大学）他
参加数： 総数：52名（京臨技会員：26名）
報告者： 江口　光徳（宇治徳洲会病院）

1-4全国「検査と健康展」京都会場（日臨技公益委託事業）

　医療法等の一部を改正する法律が12月1日に施行され、検体検査の精度確保についての関心が高まった
年度となりました。京臨技では、施設責任者連絡会議で「医療法等の一部改正と精度確保に係る　各種標準
作業書・日誌等の作成について」をテーマとして開催して、会員との情報共有に努めました。
　衛生思想事業では、平成29年度に参加できなかったくらしと健康展に再び参加したほか、福知山市で全国
「検査と健康展」京都会場を開催し、舞鶴市や綾部市でも積極的に健康増進の啓発活動が展開できました。
　学術活動では、新たな研究班役員も加わわり、充実した内容で活動することができました。また、新たな取り
組みとして日臨技との共同事業である「多職種連携のための臨床検査技師能力開発講習会」や「臨床検査技
師のための認知症対応力向上講習会」も開催しました。
　日臨技のJAMTQCシステムの利用した精度管理事業も軌道に乗って参りました。医療法等の一部を改正す
る法律の施行に伴い、京臨技の外部精度管理調査がますます重要となってくることが予想され、精度管理事
業を契機に新規の会員施設や会員の獲得につながることを期待いたします。

　45回目となった昨年度のくらしと健康展は、「簡易血糖測定」と「グリコヘモグロビン測定」を継続して行
いました。
　18名の京都府臨床検査技師会員（理事、研究班員、公募）が実務委員として検査測定を行いました。
当日は、素晴らしい秋晴れに恵まれましたが、来場者数は例年より少ない約600人となりました。
　検査コーナーは、実務委員に糖尿病に関する質問もあり、府民の健康や医療への関心の高さが伺わ
れるイベントとなりました。最後までトラブルもなく、無事に終了を迎えることができました。

　全国「検査と健康展」京都会場を福知山で開催するのは、昨年度で4年連続4回目となりました。
検査体験として、頸動脈エコー、CAVI、もの忘れプログラム、簡易ヘモグロビン検査の4つのブースを設
けました。日本臨床検査専門医会の協力を得て健康相談コーナーも設けました。顕微鏡観察体験コー
ナーと乳腺自己チェックコーナーでは、健康診断の重要性を知ってもらうとともに臨床検査技術につい
ての説明も行いました。

　4月9日が、「子宮頸がんを予防する日」として記念日登録され、全国各地で啓発活動が行われていま
す。昨年度もゼスト御池　地下街　「河原町広場」での開催になりました。イベントでは、ステージ発表とし
て子供たちのダンスチームやベリーダンスチーム、ギタリストなど総勢8チームに出演していただきイベン
トを盛り上げて頂きました。子宮頸がんについての講演を加藤順子技師にして頂き、京都光華女子大学
生にも参加して頂きました。
　パネルディスカッションでは、京都橘大学の工藤里香準教授、京都府細胞検査士会長の江口光徳技
師、スペシャルゲストの松本隆博さん、女子大学生、ベリーダンスチームのみなさんらをパネラーとして
パネルディスカッションを行い、子宮頸がん検診の問題点を挙げながらより分かりやすく、楽しく子宮頸
がんに関わる話を進めて頂きました。京都市のゆるきゃら「まゆまろ」もイベントを盛り上げ、当日は人通り
も多く足を止めてみてくださる方に子宮頸がんに関するビラや小冊子などの配布物を数多く配る事がで
き、より多くの人々に頸がん検診について知ってもらうきっかけになったのではないかと思います。
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事業名： 平成30年度全国「検査と健康展」京都会場
日　時： 平成30年12月9日（日）　10：00～14：00
場　所： ハピネス福知山
主　題： 健康診断の重要性を啓発し、臨床検査についても理解してもらうため活動
参加数： 総数：38名（京臨技会員：34名）
来場者： 一般市民検査体験：103人
報告者： 四方　学（綾部市立病院）

1-5京都府医師会・京都府臨床検査技師会合同研修会

1-6あやべ食育・すこやかフェスティバル

事業名： 平成30年度あやべ食育すこやかフェスティバル
日　時： 平成30年11月11日（日）　10：00～15：00
場　所： 綾部市保健福祉センター
主　題： 綾部市民を対象とした糖尿病性腎症早期発見の啓発活動
参加数： 総数：4名（京臨技会員：4名）
来場者： 一般市民検査体験：84人
報告者： 四方　学（綾部市立病院）

1-7舞鶴糖尿病講演会

事業名： 平成30年度糖尿病講演会
日　時： 平成30年10月14日（日）　12：30～15：30
場　所： 舞鶴市中総合会館
主　題： 舞鶴市の糖尿病等生活習慣病予防と改善に向けての啓発活動
参加数： 総数：8名（京臨技会員：8名）
来場者： 一般市民検査体験：100人
報告者： 四方　学（綾部市立病院）

2．精度管理事業（継続事業　2）
2-1精度管理事業

事業名： 第33回京臨技精度管理調査
日　時： 平成30年10月19日～11月9日

2-2合同報告会

事業名： 第34回京臨技精度管理調査合同報告会
日　時： 平成31年3月2日（土）　14：00～17：00

　昨年度も各研究班合同で、精度管理調査合同報告会を行いました。各研究班の精度管理委員よりそ
れぞれの分野の解答、解説をしていただきました。全体的にはおおむね良好な精度であったと思いま
す。出題の狙いや、出題の意図、解説など各研究班とも丁寧に解説いただきました。
　日臨技のJAMTQCシステムを利用した精度管理調査が2回目で、各研究班やや不慣れな中集計作業
等を行っていただきました。一部良好な結果が出せていない施設へのアドバイス等の課題がでましたの
で、また検討して行きたいと思います。日臨技の進めている精度保証認定制度認証に必要な、”精度管
理に関する研修会への参加”に合致する本報告会は益々重要になると考えます。

　府市民の間では臨床検査についての理解が深まってきており、我々技師会にとっても重要な活動だと
思います。

　開催を予定していましたが、共催企業の準備や講師の調整が整わず、昨年度の事業を開催すること
ができませんでした。

　あやべ食育すこやかフェスティバルへの参加は、昨年度で4年連続4回目となりました。
昨年度も一昨年度に引き続き「尿中微量アルブミン測定」の検査体験を通じて糖尿病性腎症早期発見
の啓発活動を行いました。来場者は、検査体験後の臨床検査技師からの検査説明にも熱心に耳を傾
けてくれました。他の職能団体の方と一緒に、健康について多くの啓発活動ができた企画でした。

　高校生向け臨床検査技師職業紹介コーナーでは、若者に人気のあるマンガと顕微鏡を準備し臨床検
査のおもしろさを話し、臨床検査技師についてジョブシャドーも行ってもらいました。

　舞鶴糖尿病講演会への参加は、昨年度で3年連続3回目となりました。昨年度は、一昨年度まで実施
していた血糖とHbA1c測定体験に加えて、新しく頸動脈エコーの検査体験を行いました。特にエコー体
験への来場者の注目は非常に大きく、エコー体験後の臨床検査技師からの検査説明に熱心に耳を傾
けてくれました。超音波検査技術など我々が持つ検査技術を用いて啓発活動を行うことは、健康啓発に
とどまらず臨床検査技師の知名度向上にもつながると思います。

　昨年度の精度管理調査は62施設（参加数64件）が参加されました。昨年度もJAMTQCシステムを使用
して行うことになりましたが、参加施設におきましては一部問い合わせはあったものの、やや操作に慣れ
てきたのではないかと思います。各研究班共に評価をA～Dに統一すること、正解率は70％以上を目標
にすること、評価の思わしくない施設にはアドバイスを付記するということで行いました。今後もよりよい精
度管理調査事業ができるよう、担当理事、各研究班精度管理担当者が協力して行っていきます。
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場　所： 京都府立医科大学基礎医学舎
主　題： 精度管理調査集計報告
講　師： 各研究班精度管理委員
参加数： 総数：70名（京臨技会員：66名、他府県会員：1名、賛助会員：3名）
報告者： 江口　光徳（宇治徳洲会病院）

2-3京都衛生検査所精度管理専門家会議

日　時： 平成31年1月17日（木）　14：00～17：00
場　所： 京都大学大学院医学研究科附属総合解剖センター

3．研究講習事業（継続事業　3）

3-1学術研究班
Ａ．【生理検査】
学発番号： 学18-003★（日臨技推進事業）
事業名： 心電図検査研修会
日　時： 平成30年5月10日（木）　18：30～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題： 心電図基礎の基礎　～ここだけは押さえたい心電図～
講　師： 井上　歩　技師（京都市立病院）　
参加数： 総数：72名（京臨技会員：62名）
報告者： 三宅　穂岳（京都民医連中央病院）

学発番号： 学18-005★（日臨技推進事業）
事業名： 肺機能検査研修会
日　時： 平成30年6月14日（木）　18：30～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主　題： 肺機能検査の基礎
講　師： 小森　圭裕　技師（京都工場保健会）
参加数： 総数：56名（京臨技会員：51名）
報告者： 井碩　千浩（京都工場保健会）

学発番号： 学18-014★（日臨技推進事業）
事業名： 腹部超音波研修会
日　時： 平成30年7月12日（木）　18：30～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主　題1： 「超音波用語、正しく使っていますか？」
講　師1： 森　亘平　技師（近江八幡市総合医療センター）
主　題2： 「あなたにも見える消化管エコー」
講　師2： 橋本　喜代美　技師（京都桂病院）
参加数： 総数：53名（京臨技会員：48名）
報告者： 尾花　康子（京都工場保健会）

学発番号： 学18-020★（日臨技推進事業）
事業名： 南部合同研修会
日　時： 平成30年8月18日（土）　14：30～16：30
場　所： 京都山城総合医療センター
主　題1： 判断に迷った時、このポイントで決定的！　腹部超音波編
講　師1： 馬場　昭好　技師（田辺中央病院）
主　題2： 判断に迷った時、このポイントで決定的！　心臓超音波編
講　師2： 武田　侑子　技師（奈良県立医科大学付属病院）
主　題3： 判断に迷った時、このポイントで決定的！　乳腺超音波編
講　師3： 岩堂　清美　技師（京都工場保健会）
参加数： 総数：31名（京臨技会員：24名）
報告者： 山田　雅（京都市立病院）

学発番号： 学18-021★（日臨技推進事業）
事業名： 血管超音波検査研修会
日　時： 平成30年10月13日（土）　16：00～18：00

　研修会45回、講演会9回、実技講習会4回の合計58回を開催しました。参加総数は、1,989名（京臨技
会員1,465名）でした。各研究班が基礎から応用まで充実した内容の研修会や実際の検査手技など技
術的な指導を提供する実技講習を企画し、京臨技会員にとって満足のいく研究講習事業を開催しまし
た。

　京都衛生検査所精度管理専門家会議へ参加し、立入検査にも同行しました。
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場　所： アークレイ株式会社　京都研究所
主　題： 日本超音波医学会　下肢静脈超音波検査の標準的評価法の概要
講　師： 佐藤　洋　技師（関西電力病院）
参加数： 総数：48名（京臨技会員：40名）
報告者： 中倉　真之（京都第一赤十字病院）

学発番号： 学18-024★（日臨技推進事業）
事業名： 超音波検査実技講習会
日　時： 平成30年9月1日（土）　14：00～17：15
場　所： 京都保健衛生専門学校　体育館
主　題1： 血管超音波検査実技講習
講　師1： 鮎川　宏之　技師（滋賀県立総合病院）
主　題2： 腹部超音波検査実技講習
講　師2： 今川　昇　技師（京都工場保健会）
主　題3： 心臓超音波検査実技講習
講　師3： 尾花　康子　技師（京都工場保健会）
主　題4： 腹部超音波検査実技講習
講　師4： 北野　智美　技師（京都府立医科大学附属病院）
主　題5： 心臓超音波検査実技講習
講　師5： 河野　裕樹　技師（市立敦賀病院）
主　題6： 腹部超音波検査実技講習
講　師6： 西海　朋子　技師（滋賀県成人病センター）
主　題7： 腹部超音波検査実技講習
講　師7： 増田　信弥　技師（京都民医連中央病院）
主　題8： 心臓超音波検査実技講習
講　師8： 米田　智也　技師（京都大学医学部附属病院）
参加数： 総数：39名（京臨技会員：34名）
報告者： 北野　智美（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 学18-031★（日臨技推進事業）
事業名： 乳腺講演会
日　時： 平成30年9月14日（金）　18：30～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主　題1： 「当院乳がん症例のエコー所見と病理所見の検討」
講　師1： 森口　善生　先生（京都市立病院　乳腺外科部長）
主　題2： 「乳癌の発生から治療まで」
講　師2： 西村　祥子　先生（京都市立病院　乳腺外科）
主　題3： 「知っておきたい乳がん治療とトピックス」
講　師3： 末次　弘実　先生（京都市立病院　乳腺外科副部長）
参加数： 総数：38名（京臨技会員：36名）
報告者： 北野　智美（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 学18-039★（日臨技推進事業）
事業名： 心電図研修会
日　時： 平成31年1月17日（木）　18：30～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主　題： 「心電図中級編　～この心電図どこまで考えますか？～」
講　師： 横山　健輔　技師（京都桂病院）

多田　淳史　技師（京都工場保健会）
三宅　穂岳　技師（京都民医連中央病院）
讃良　梨沙　技師（京都桂病院）

参加数： 総数：52名（京臨技会員：50名）
報告者： 枡田　昌未（康生会武田病院）

学発番号： 学18-042★（日臨技推進事業）
事業名： 脳波講演会
日　時： 平成31年1月30日（水）　18：30～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主　題： 「てんかんの病態と脳波検査」
講　師： 櫻井　健生　先生（さくらいクリニック）
参加数： 総数：33名　（京臨技会員：28名）
報告者： 佐々木　美里（医仁会武田総合病院）
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学発番号： 学18-050
事業名： 表在超音波検査研修会
日　時： 平成31年2月21日（木）　18：30～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主　題1： 「表在超音波検査　～頚部領域～」
講　師1： 古屋　華乙璃　技師（京都第二赤十字病院）
主　題2： 「表在超音波検査　～皮膚領域～」
講　師2： 西海　朋子　技師（滋賀県立総合病院）

北野　智美　技師（京都府立医科大学附属病院）
参加数： 総数：40名（京臨技会員：36名）
報告者： 塚口　なつみ（京都第二赤十字病院）

学発番号： 学18-052
事業名： 生理検査・北部合同講演会
日　時： 平成31年2月23日（土）　14：00～16：30
場　所： 市民交流プラザふくちやま　4階会議室
主　題： 「下肢静脈すべて見せますライブ＆ハンズオン」
演　題1： 「講義＆ライブ　深部静脈」
講　師1： 増田　信弥　技師（京都民医連中央病院）
演　題2： 「講義＆ライブ　表在静脈」
講　師2： 今川　昇　技師（京都工場保健会）

森　真奈美　技師（滋賀県立総合病院）
演　題3： 「下肢静脈ハンズオン」
講　師3： 米田　智也　技師（京都大学医学部附属病院）

鮎川　宏之　技師（滋賀県立総合病院）
参加数： 総数：18名（京臨技会員：18名）
報告者： 米田　智也（京都大学医学部附属病院）

Ｂ．【輸血検査】
学発番号： 学18-012★（日臨技推進事業）
事業名： 輸血検査研修会
日　時： 平成30年7月13日（金）　18：30～20：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主　題： 輸血検査事業　輸血検査の基礎講習会
講　師： 相田　幸雄　技師（京都第二赤十字病院）　
参加数： 総数：50名（京臨技会員：42名）
報告者： 相田　幸雄（京都第二赤十字病院）　

学発番号： 学18-013★（日臨技推進事業）
事業名： 輸血検査研修会
日　時： 平成30年7月14日（土）　10：00～16：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　第2実習室
主　題： 輸血検査実技講習会
講　師： 栗山　陽子　技師（東近江総合医療センター）

青山　絹子　技師（京都岡本記念病院）
参加数： 総数：33名（京臨技会員：29名）
報告者： 青山　絹子（京都岡本記念病院）

学発番号： 学18-041
事業名： 輸血検査研修会「輸血検査の品質保証」
日　時： 平成30年12月22日（土）　13：30～15：00
場　所： アークレイ株式会社　京都研究所
主　題1： ISO15189の概略
講　師1： 多気　秀和　技師（京都第一赤十字病院）
主　題2： 実施していますか？　法定自主点検
講　師2： 笹田　裕司　技師（京都府立医科大学附属病院）
主　題3： 不規則抗体の反応態度の注意点～試験管法とカラム凝集法の相違点について～
講　師3： 万木　紀美子　技師（京都大学医学部附属病院）
参加数： 総数：27名（京臨技会員：24名）
報告者： 原　健介（亀岡市立病院）

学発番号： 学18-043★（日臨技推進事業）
事業名： 輸血講演会「緊急時、大量出血時の輸血療法」
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日　時： 平成31年1月26日（土）　14：00～16：30
場　所： メルパルク京都
主　題1： 救急医療と輸血　～臨床検査技師にできること、すべきこと～
講　師1： 松浦　秀哲　技師（藤田医科大学病院）
主　題2： 術中大量出血と凝固因子補充療法
講　師2： 小川　覚　技師（京都府立医科大学附属病院）
参加数： 総数：58名（京臨技会員：30名）
報告者： 原　健介（亀岡市立病院）

学発番号： 学18-057
事業名： 輸血検査研修会
日　時： 平成31年2月16日（土）　15：00～18：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　1階　視聴覚教室
主　題1： 第34回精度管理調査　輸血検査部門報告会
講　師1： 東良　憲　技師（（株）保健科学西日本）
主　題2： 血液型検査の異常反応を考える
講　師2： 古杉　光明　氏（（株）オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス）
参加数： 総数：29名（京臨技会員：21名）
報告者： 多胡　聖子（一般社団法人京都微生物研究所）

Ｃ．【臨床化学・免疫血清検査】
学発番号： 学18-009
事業名： 臨床化学免疫血清研修会
日　時： 平成30年5月29日（火）　18：30～20：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題： 脂質についてお話ししましょう
講　師： 西岡　達央　氏（協和メデックス株式会社　CR推進部　学術グループ）
参加数： 総数：18名（京臨技会員：17名）
報告者： 岡崎　一幸（京都大学医学部附属病院検査部）

学発番号： 学18-015
事業名： 臨床化学免疫血清研修会
日　時： 平成30年6月19日（火）　18：30～20：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題： 糖尿病関連検査とトピックス
講　師： 中村　勇　氏（アークレイマーケティング株式会社　マーケティング統括本部）
参加数： 総数：19名（京臨技会員：17名）
報告者： 岡崎　一幸（京都大学医学部附属病院検査部）

学発番号： 学18-017
事業名： 臨床化学免疫血清研修会
日　時： 平成30年7月31日（火）　18：30～20：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題： 『新規肝線維化マーカー　オートタキシンについて』
講　師： 五十嵐　浩二　氏（東ソー株式会社　バイオサイエンス事業部）
参加数： 総数：17名（京臨技会員：13名）
報告者： 岡崎　一幸（京都大学医学部附属病院検査部）

学発番号： 学18-019★（日臨技推進事業）
事業名： 第10回京都臨床化学サマー研修会
日　時： 平成30年8月26日（日）　9：00～17：10
場　所： 株式会社三笑堂　プロセスセンター4階　上田ホール
主　題1： 装置メーカーによる新技術
講　師1： 坪井　彩　氏（ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社）
主　題2： 医療法・技師法改定に伴う変化と対応～品質・精度管理と試薬管理の法制化～
講　師2： 中山　剛　氏（日本電子株式会社）
主　題3： こんな時、どうしたら良い？
講　師3： 藤本　一満　技師（倉敷芸術科学大学　生命科学部　生命医科学科）
主　題4： 「新人技師教育　～当直に入るまで～」
講　師4： 白井　洋紀　技師（京都第一赤十字病院）

上川　大輔　技師（京都微生物研究所）
主　題5： ランチョンセミナー　「世界遺産　平等院の文化」
講　師5： 神居　文彰　氏（平等院　住職）
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講　師1： 松浦　秀哲　技師（藤田医科大学病院）
主　題2： 術中大量出血と凝固因子補充療法
講　師2： 小川　覚　技師（京都府立医科大学附属病院）
参加数： 総数：58名（京臨技会員：30名）
報告者： 原　健介（亀岡市立病院）

学発番号： 学18-057
事業名： 輸血検査研修会
日　時： 平成31年2月16日（土）　15：00～18：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　1階　視聴覚教室
主　題1： 第34回精度管理調査　輸血検査部門報告会
講　師1： 東良　憲　技師（（株）保健科学西日本）
主　題2： 血液型検査の異常反応を考える
講　師2： 古杉　光明　氏（（株）オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス）
参加数： 総数：29名（京臨技会員：21名）
報告者： 多胡　聖子（一般社団法人京都微生物研究所）

Ｃ．【臨床化学・免疫血清検査】
学発番号： 学18-009
事業名： 臨床化学免疫血清研修会
日　時： 平成30年5月29日（火）　18：30～20：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題： 脂質についてお話ししましょう
講　師： 西岡　達央　氏（協和メデックス株式会社　CR推進部　学術グループ）
参加数： 総数：18名（京臨技会員：17名）
報告者： 岡崎　一幸（京都大学医学部附属病院検査部）

学発番号： 学18-015
事業名： 臨床化学免疫血清研修会
日　時： 平成30年6月19日（火）　18：30～20：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題： 糖尿病関連検査とトピックス
講　師： 中村　勇　氏（アークレイマーケティング株式会社　マーケティング統括本部）
参加数： 総数：19名（京臨技会員：17名）
報告者： 岡崎　一幸（京都大学医学部附属病院検査部）

学発番号： 学18-017
事業名： 臨床化学免疫血清研修会
日　時： 平成30年7月31日（火）　18：30～20：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題： 『新規肝線維化マーカー　オートタキシンについて』
講　師： 五十嵐　浩二　氏（東ソー株式会社　バイオサイエンス事業部）
参加数： 総数：17名（京臨技会員：13名）
報告者： 岡崎　一幸（京都大学医学部附属病院検査部）

学発番号： 学18-019★（日臨技推進事業）
事業名： 第10回京都臨床化学サマー研修会
日　時： 平成30年8月26日（日）　9：00～17：10
場　所： 株式会社三笑堂　プロセスセンター4階　上田ホール
主　題1： 装置メーカーによる新技術
講　師1： 坪井　彩　氏（ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社）
主　題2： 医療法・技師法改定に伴う変化と対応～品質・精度管理と試薬管理の法制化～
講　師2： 中山　剛　氏（日本電子株式会社）
主　題3： こんな時、どうしたら良い？
講　師3： 藤本　一満　技師（倉敷芸術科学大学　生命科学部　生命医科学科）
主　題4： 「新人技師教育　～当直に入るまで～」
講　師4： 白井　洋紀　技師（京都第一赤十字病院）

上川　大輔　技師（京都微生物研究所）
主　題5： ランチョンセミナー　「世界遺産　平等院の文化」
講　師5： 神居　文彰　氏（平等院　住職）
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主　題6： 「精度管理の実際と基準値について」
講　師6： 繁　正志　技師（大阪医科大学附属病院）　

和田　香織　技師（京都岡本記念病院）
荒川　竜士　技師（ファルコバイオシステムズ総合研究所）

主　題7： 「他職種との友好な関わり方」
講　師7： 中林　佳代　氏（京都府立医科大学附属病院　副看護部長）
主　題8： 「RCPC」
講　師8： 稲葉　亨　先生（京都府立医科大学附属病院臨床検査部副部長）

北薗　竜彦　技師（京都第二赤十字病院）
宮澤　尚己　技師（新京都南病院）

参加数： 総数：152名（京臨技会員：49名）
報告者： 後藤　直樹（京都保健衛生専門学校）

学発番号： 学18-030
事業名： 臨床化学免疫血清研修会
日　時： 平成30年9月25日（火）　18：30～20：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題： 『臨床化学の基礎固め』
講　師： 宿屋　敬　氏（株式会社カイノス　営業本部　学術部学術課）
参加数： 総数：9名（京臨技会員：8名）
報告者： 岡崎　一幸（京都大学医学部附属病院検査部）

学発番号： 学18-034
事業名： 臨床化学免疫血清研修会
日　時： 平成30年10月30日（火）　18：30～20：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題： 「血液ガスの基本的な考え方とデータの見方」
講　師： 三沢　泰一　氏（ラジオメーター株式会社　営業企画）
参加数： 総数：20名（京臨技会員：20名）
報告者： 岡崎　一幸（京都大学医学部附属病院検査部）

学発番号： 学18-044
事業名： 臨床化学免疫血清研修会
日　時： 平成30年11月27日（火）　18：30～20：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題： 現場で役立つ!!今さら聞けない免疫検査の基礎　～乖離・ポカ値・非特異反応～
講　師： 荻原　貴裕　氏（シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティックス株式会社）
参加数： 総数：9名（京臨技会員：8名）
報告者： 岡崎　一幸（京都大学医学部附属病院検査部）

学発番号： 学18-049★（日臨技推進事業）
事業名： 臨床化学免疫血清研修会
日　時： 平成31年2月11日（月）　9：00～17：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題1： 酵素法　　終点分析法を基礎から学ぶ
講　師1： 藤本　一満　技師（倉敷芸術科学大学）
主　題2： 酵素法　H2O2-POD系を用いた基質測定
講　師2： 藤本　一満　技師（倉敷芸術科学大学）

松原　卓也　技師（大阪府済生会千里病院）
岡崎　一幸　技師（京都大学医学部附属附属病院）
北薗　竜彦　技師（京都第二赤十字病院）
一瀬　亮介　技師（東近江総合医療センター）

参加数： 総数：27名（京臨技会員：5名）
報告者： 岡崎　一幸（京都大学医学部附属病院検査部）

学発番号： 学18-058
事業名： 臨床化学免疫血清研修会
日　時： 平成31年1月29日（火）　18：30～20：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題： 最近流行の梅毒と検査法について～偽装の達人を見逃さないために～

講　師： 高橋　徹　氏（極東製薬工業株式会社　営業学術部）
参加数： 総数：15名（京臨技会員：15名）
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報告者： 森田　悠里（ファルコバイオシステムズ総合研究所）

Ｄ．【血液検査】
学発番号： 学18-016★（日臨技推進事業）
事業名： 血液講演会
日　時： 平成30年8月18日（土）　14：00～17：00
場　所： キャンパスプラザ京都　第一会議室
主　題1： 今から使える、WHO2016　骨髄系腫瘍分類の変更点
講　師1： 森田　真紀子　技師（京都大学医学部附属病院）　
主　題2： 凝固線溶検査の異常値の対応
講　師2： 下村　大樹　先生（天理よろづ相談所病院）　
参加数： 総数：60名（京臨技会員：37名）
報告者： 田辺　祐也（ファルコバイオシステムズ総合研究所）

学発番号： 学18-022★（日臨技推進事業）
事業名： 血液講演会
日　時： 平成30年10月20日（土）　14：00～17：00
場　所： キャンパスプラザ京都　第一会議室
主　題1： 今から使える　「骨髄像の見方・考え方・所見の書き方」
講　師1： 小森　法子　技師（京都医療センター）　
主　題2： M蛋白血症の分類、診断基準、検査について　～アミロイド-シスを中心に～
講　師2： 淵田　真一　先生（京都鞍馬口医療センター）　
参加数： 総数：60名（京臨技会員：36名）
報告者： 田辺　祐也（ファルコバイオシステムズ総合研究所）

Ｅ．【病理・細胞検査】
学発番号： 学18-004
事業名： 細胞分野実技講習会（第12回京都府細胞診ワークショップ）
日　時： 平成30年6月17日（日）　13：00～17：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室ならびに第二実習室
主　題1： 講義：呼吸器細胞診のあれこれ、あなたも明日からエキスパート! 
講　師1： 豊山　浩祥　技師（京都桂病院）
主　題2： 鏡検実習と総合討論
講　師2： 豊山　浩祥　技師（京都桂病院）
参加数： 総数：36名（京臨技会員：18名）
報告者： 久保　喜則（京都第一赤十字病院）

学発番号：
事業名： 細胞分野研修会　（スライド模擬試験）-最近の傾向と分析-
日　時： 平成30年9月29日（土）　14：00～17：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主　題1： スライド模擬試験（後半）
講　師1： 竹腰　友博　技師（京都市立病院）
主　題2： スライド模擬試験（前半）
講　師2： 礒島　喜孝　技師（京都府立医科大学附属病院）
主　題3： スライド試験、最近の傾向
講　師3： 林　孝俊　技師（京都民医連中央病院）
参加数： 総数：26名（京臨技会員：19名）
報告者： 久保　喜則（京都第一赤十字病院）

学発番号： 18-036★（日臨技推進事業）
事業名： 病理検査講演会（第4回みやこ病理検査講演会）
日　時： 平成30年12月16日（日）　13：00～17：00
場　所： 京都府立医科大学　基礎医学学舎1階　第1講義室
主　題1： 平成30年度診療報酬改定における総論と各論（第13部）
講　師1： 恩田　和人　氏（サクラファインテック・ジャパン（株）　営業本部　営業推進部）
主　題2： 包埋カセット印字装置を用いた当センターの切り出しについて
講　師2： 大上　哲也　技師（国立病院機構京都医療センター）
主　題3： 薄切時における現象と対策
講　師3： 山本　竜一　氏（大和光機工業株式会社　営業部）
主　題4： がん遺伝子変異検査における検体取扱いと品質管理について
講　師4： 山口　直則　技師（綾部市立病院）
参加数： 総数：62名（京臨技会員：25名）
報告者： 久保　喜則（京都第一赤十字病院）　
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報告者： 森田　悠里（ファルコバイオシステムズ総合研究所）

Ｄ．【血液検査】
学発番号： 学18-016★（日臨技推進事業）
事業名： 血液講演会
日　時： 平成30年8月18日（土）　14：00～17：00
場　所： キャンパスプラザ京都　第一会議室
主　題1： 今から使える、WHO2016　骨髄系腫瘍分類の変更点
講　師1： 森田　真紀子　技師（京都大学医学部附属病院）　
主　題2： 凝固線溶検査の異常値の対応
講　師2： 下村　大樹　先生（天理よろづ相談所病院）　
参加数： 総数：60名（京臨技会員：37名）
報告者： 田辺　祐也（ファルコバイオシステムズ総合研究所）

学発番号： 学18-022★（日臨技推進事業）
事業名： 血液講演会
日　時： 平成30年10月20日（土）　14：00～17：00
場　所： キャンパスプラザ京都　第一会議室
主　題1： 今から使える　「骨髄像の見方・考え方・所見の書き方」
講　師1： 小森　法子　技師（京都医療センター）　
主　題2： M蛋白血症の分類、診断基準、検査について　～アミロイド-シスを中心に～
講　師2： 淵田　真一　先生（京都鞍馬口医療センター）　
参加数： 総数：60名（京臨技会員：36名）
報告者： 田辺　祐也（ファルコバイオシステムズ総合研究所）

Ｅ．【病理・細胞検査】
学発番号： 学18-004
事業名： 細胞分野実技講習会（第12回京都府細胞診ワークショップ）
日　時： 平成30年6月17日（日）　13：00～17：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室ならびに第二実習室
主　題1： 講義：呼吸器細胞診のあれこれ、あなたも明日からエキスパート! 
講　師1： 豊山　浩祥　技師（京都桂病院）
主　題2： 鏡検実習と総合討論
講　師2： 豊山　浩祥　技師（京都桂病院）
参加数： 総数：36名（京臨技会員：18名）
報告者： 久保　喜則（京都第一赤十字病院）

学発番号：
事業名： 細胞分野研修会　（スライド模擬試験）-最近の傾向と分析-
日　時： 平成30年9月29日（土）　14：00～17：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主　題1： スライド模擬試験（後半）
講　師1： 竹腰　友博　技師（京都市立病院）
主　題2： スライド模擬試験（前半）
講　師2： 礒島　喜孝　技師（京都府立医科大学附属病院）
主　題3： スライド試験、最近の傾向
講　師3： 林　孝俊　技師（京都民医連中央病院）
参加数： 総数：26名（京臨技会員：19名）
報告者： 久保　喜則（京都第一赤十字病院）

学発番号： 18-036★（日臨技推進事業）
事業名： 病理検査講演会（第4回みやこ病理検査講演会）
日　時： 平成30年12月16日（日）　13：00～17：00
場　所： 京都府立医科大学　基礎医学学舎1階　第1講義室
主　題1： 平成30年度診療報酬改定における総論と各論（第13部）
講　師1： 恩田　和人　氏（サクラファインテック・ジャパン（株）　営業本部　営業推進部）
主　題2： 包埋カセット印字装置を用いた当センターの切り出しについて
講　師2： 大上　哲也　技師（国立病院機構京都医療センター）
主　題3： 薄切時における現象と対策
講　師3： 山本　竜一　氏（大和光機工業株式会社　営業部）
主　題4： がん遺伝子変異検査における検体取扱いと品質管理について
講　師4： 山口　直則　技師（綾部市立病院）
参加数： 総数：62名（京臨技会員：25名）
報告者： 久保　喜則（京都第一赤十字病院）　
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講　師1： 櫛田　幸史　氏（オリンパスメディカルサイエンス販売株式会社）　
主　題2： 実技（鏡検）

学発番号： 学18-055
事業名： 一般検査研修会　一般検査講座
日　時： 平成31年2月16日（土）　14：00～17：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　102教室
主　題1： 一般検査講座応用編1　症例から学ぼう
講　師1： 四方　智子　技師（綾部市立病院）
主　題2： 一般検査講座応用編2　症例から尿検査の意義を考える
講　師2： 大沼　健一郎　技師（神戸大学医学部附属病院）
参加数： 総数：20名（京臨技会員：20名）
報告者： 大長　洋臣（京都府立医科大学附属病院）

Ｇ．【微生物検査】
学発番号： 学18-010★（日臨技推進事業）
事業名： 微生物検査実技講習会
日　時： 平成30年6月9日（土）　14：00～17：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　実習室
主　題1： グラム染色の原理
講　師1： 濱野　京子　技師（京都大学医学部附属病院）
主　題2： 平成29年度京臨技サーベイ（グラム染色）の解説
講　師2： 金橋　徹　技師（京都大学医学部附属病院）
主　題3： 顕微鏡の使用方法
講　師3： 山田　幸司　技師（京都府立医科大学附属病院）
主　題4： 標本の観察
講　師4： 河合　示枝古　技師（京都第二赤十字病院）
参加数： 総数：25名（京臨技会員：24名、他府県：1名）
報告者： 谷野　洋子（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 学18-025
事業名： 微生物検査研修会
日　時： 平成30年8月31日（金）　19：00～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　実習室
主　題： 「中村流（竜）耐感トレーニング～半端ないグラム陽性菌編～」
講　師： 中村　竜也　先生（京都橘大学　健康科学部臨床検査学科　准教授）
参加数： 総数：46名（京臨技会員：42名）
報告者： 谷野　洋子（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 学18-026
事業名： 微生物検査研修会
日　時： 平成30年10月5日（金）　19：00～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　実習室
主　題： 「中村流（竜）耐感トレーニング～半端ないグラム陰性菌編～」
講　師： 中村　竜也　先生（京都橘大学　健康科学部臨床検査学科　准教授）
参加数： 総数：40名（京臨技会員：39名）
報告者： 谷野　洋子（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 学18-046
事業名： 微生物検査講演会
日　時： 平成31年1月18日（金）　19：00～20：30
場　所： キャンパスプラザ京都　第4講義室
主　題1： 「感染症遺伝子検査の潮流」
講　師1： 竹井　真一　氏（ビオメリュージャパン株式会社）
主　題2： 「遺伝子検査の基礎から応用まで」
講　師2： 西岡　敬介　先生（京都府立医科大学　感染病態学教室）
参加数： 総数：23名（京臨技会員：20名）
報告者： 谷野　洋子（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 学18-047★（日臨技推進事業）
事業名： 微生物検査研修会
日　時： 平成31年1月12日（土）　15：00～17：00
場　所： キャンパスプラザ京都　第4講義室
主　題1： 「医療法改正と微生物検査」
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学発番号：
事業名： 精度管理報告会ならびに病理細胞検査講演会
日　時： 平成31年2月24日（日）　13：00～17：00
場　所： 京都府立医科大学　基礎医学学舎1階　第1講義室
主　題1： 病理検査精度管理報告と解説
講　師1： 二宮　慶太　技師（京都桂病院）
主　題2： 細胞診検査精度管理報告と解説
講　師2： 大上　哲也　技師（京都医療センター）
主　題3： 当院の細胞診検査の現状
講　師3： 井上　小百合　技師（京都第一赤十字病院）
主　題4： 市中病院でできる病理遺伝子検査
講　師4： 佐々木　伸也　技師（堺市立総合医療センター）
参加数： 総数：16名（京臨技会員：16名）
報告者： 久保　喜則（京都第一赤十字病院）

Ｆ．【一般検査】
学発番号： 学18-002
事業名： 一般検査研修会　一般検査基礎講座
日　時： 平成30年5月26日（土）　14：00-17：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主　題1： 尿定性検査
講　師1： 藤内　千歳　技師（京都第二赤十字病院）
主　題2： 血球類
講　師2： 仲間　美乃　技師（京都桂病院）
参加数： 総数：41名（京臨技会員：36名）
報告者： 大長　洋臣（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 学18-008
事業名： 一般検査研修会　一般検査基礎講座
日　時： 平成30年6月23日（土）　14：00～17：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題1： 尿検査の基礎知識（円柱）
講　師1： 大郷　義也　技師（日本バプテスト病院）
主　題2： 尿沈渣検鏡のヒントをつかむ！　塩類・結晶類から分かること
講　師2： 藤井　宏哉　技師（ファルコバイオシステムズ総合研究所）
参加数： 総数：20名（京臨技会員：18名）
報告者： 大長　洋臣（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 学18-018
事業名： 一般検査研修会　一般検査基礎講座
日　時： 平成30年8月4日（土）　14：00～17：00
場　所： 京都大学医学部附属病院臨床検査部会議室
主　題1： 上皮細胞類　～鑑別するその前に～
講　師1： 野崎　聖恵　技師（長吉総合病院）
主　題2： 尿中異型細胞の見方と考え方
講　師2： 川辺　民昭　技師（京都市立病院）
参加数： 総数：25名（京臨技会員：23名）
報告者： 大長　洋臣（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 学18-023
事業名： 一般検査研修会　一般検査基礎講座
日　時： 平成30年9月22日（土）　14：00～17：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主　題： 髄液・穿刺液検査の基礎知識
講　師： 佐伯　仁志　技師（国立病院機構敦賀医療センター）
参加数： 総数：23名（京臨技会員：21名）
報告者： 大長　洋臣（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 学18-035
事業名： 一般検査実技講習会　尿沈渣・穿刺液検査
日　時： 平成30年11月17日（土）　14：00～17：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　4階第2実習室
主　題1： 顕微鏡の使用方法
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講　師1： 櫛田　幸史　氏（オリンパスメディカルサイエンス販売株式会社）　
主　題2： 実技（鏡検）

学発番号： 学18-055
事業名： 一般検査研修会　一般検査講座
日　時： 平成31年2月16日（土）　14：00～17：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　102教室
主　題1： 一般検査講座応用編1　症例から学ぼう
講　師1： 四方　智子　技師（綾部市立病院）
主　題2： 一般検査講座応用編2　症例から尿検査の意義を考える
講　師2： 大沼　健一郎　技師（神戸大学医学部附属病院）
参加数： 総数：20名（京臨技会員：20名）
報告者： 大長　洋臣（京都府立医科大学附属病院）

Ｇ．【微生物検査】
学発番号： 学18-010★（日臨技推進事業）
事業名： 微生物検査実技講習会
日　時： 平成30年6月9日（土）　14：00～17：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　実習室
主　題1： グラム染色の原理
講　師1： 濱野　京子　技師（京都大学医学部附属病院）
主　題2： 平成29年度京臨技サーベイ（グラム染色）の解説
講　師2： 金橋　徹　技師（京都大学医学部附属病院）
主　題3： 顕微鏡の使用方法
講　師3： 山田　幸司　技師（京都府立医科大学附属病院）
主　題4： 標本の観察
講　師4： 河合　示枝古　技師（京都第二赤十字病院）
参加数： 総数：25名（京臨技会員：24名、他府県：1名）
報告者： 谷野　洋子（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 学18-025
事業名： 微生物検査研修会
日　時： 平成30年8月31日（金）　19：00～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　実習室
主　題： 「中村流（竜）耐感トレーニング～半端ないグラム陽性菌編～」
講　師： 中村　竜也　先生（京都橘大学　健康科学部臨床検査学科　准教授）
参加数： 総数：46名（京臨技会員：42名）
報告者： 谷野　洋子（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 学18-026
事業名： 微生物検査研修会
日　時： 平成30年10月5日（金）　19：00～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　実習室
主　題： 「中村流（竜）耐感トレーニング～半端ないグラム陰性菌編～」
講　師： 中村　竜也　先生（京都橘大学　健康科学部臨床検査学科　准教授）
参加数： 総数：40名（京臨技会員：39名）
報告者： 谷野　洋子（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 学18-046
事業名： 微生物検査講演会
日　時： 平成31年1月18日（金）　19：00～20：30
場　所： キャンパスプラザ京都　第4講義室
主　題1： 「感染症遺伝子検査の潮流」
講　師1： 竹井　真一　氏（ビオメリュージャパン株式会社）
主　題2： 「遺伝子検査の基礎から応用まで」
講　師2： 西岡　敬介　先生（京都府立医科大学　感染病態学教室）
参加数： 総数：23名（京臨技会員：20名）
報告者： 谷野　洋子（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 学18-047★（日臨技推進事業）
事業名： 微生物検査研修会
日　時： 平成31年1月12日（土）　15：00～17：00
場　所： キャンパスプラザ京都　第4講義室
主　題1： 「医療法改正と微生物検査」
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講　師1： 小森　敏明　技師（京都府立医科大学附属病院）　
主　題2： 「微生物検査室と精度管理」
講　師2： 宇井　孝爾　技師（奈良県立医科大学附属病院）　
主　題3： 「ISO15189および医療法改正にのっとった機器精度管理について」
講　師3： 木下　愛　技師（滋賀医科大学附属病院）　　
参加数： 総数：57名（京臨技会員：25名）
報告者： 山田　幸司（京都府立医科大学附属病院）

Ｈ．【情報システム】
学発番号： 学18-045
事業名： 情報システム研究班　PowerPoint講習会
日　時： 平成31年2月6日（水）　18：30～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題： 伝わる！医療者のためのデザインワークショップ
講　師： 小林　啓　先生（京都大学大学院医学研究科）
参加数： 総数：20名（京臨技会員：20名）
報告者： 増田　健太（京都大学医学部附属病院　検査部）

Ｉ．【遺伝子検査】
学発番号： 学18-037
事業名： 遺伝子検査研修会
日　時： 平成30年11月24日（土）　13：30～16：00
場　所： キャンパスプラザ京都　第一会議室
主　題1： 医療法改正で求められる遺伝子関連検査の精度保証
講　師1： 庄司　月美　技師（京都大学医学部附属病院）
主　題2： 核酸抽出を極める”核酸抽出の基礎と適切な前処理”
講　師2： 喜田　優人　技師（京都大学医学部附属病院）
主　題3： 病理検体の適切な取り扱いを通して核酸抽出を極める
講　師3： 山口　直則　技師（綾部市立病院）
参加数： 総数：17名（京臨技会員：11名）
報告者： 庄司　月美（京都大学医学部附属病院）

学発番号： 学18-053★（日臨技推進事業）
事業名： 遺伝子検査研修会
日　時： 平成31年2月16日（土）　13：00～16：00
場　所： TKPガーデンシティ京都
主　題1： ミニレクチャー「遺伝子・染色体の基礎」
講　師1： 岩根　文男　技師（京都岡本記念病院）
主　題2： ミニレクチャー「分子生物学的手法の基礎」
講　師2： 江野畑　博哉　技師（日本医学臨床検査研究所）
主　題3： 遺伝子関連検査を院内導入するには
講　師3： 白井　洋紀　技師（京都第一赤十字病院）
主　題4： がんゲノム医療に必要な検査室の構築と運用
講　師4： 岩壁　賢治　氏（株式会社　理研ジェネシス）
参加数： 総数：54名（京臨技会員：24名）
報告者： 庄司　月美（京都大学医学部附属病院）

J．【北部研究班】
学発番号： 学18-001
事業名： 北部・一般検査研修会
日　時： 平成30年5月17日（木）　19：00～20：30
場　所： 綾部市立病院西館2階カンファレンス
主　題： 一般検査における最新の話題～髄液検査・精液検査の基礎を含めて
講　師： 河野　秀幸　氏（栄研化学株式会社マーケティング推進室）
参加数： 総数：23名（京臨技会員：22名）
報告者： 園田　真之（丹後中央病院）

学発番号： 学18-007
事業名： 北部・輸血研修会in丹後（part　1）
日　時： 平成30年6月21日（木）　19：00～20：30
場　所： 京都府立丹後勤労者福祉会館　2.3会議室
主　題： 輸血検査に必要な基礎知識
講　師： 小黒　博之　技師（バイオ・ラッドラボラトリーズ（株）カスタマーケア本部）
参加数： 総数：31名（京臨技会員：26名）
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報告者： 園田　真之（丹後中央病院　臨床検査部）

学発番号： 学18-011
事業名： 北部・一般検査研修会in丹後（part　2）
日　時： 平成28年7月26日（木）　19：00～20：30
場　所： 京都府立丹後勤労者福祉会館　2.3会議室
主　題： 血液型検査におけるイレギュラー反応の考え方・対応
講　師： 小黒　博之　技師（バイオ・ラッドラボラトリーズ（株）カスタマーケア本部）
参加数： 総数：25名（京臨技会員：22名）
報告者： 田村　広海（京都府立医科大学附属北部医療センター臨床検査科）

学発番号：
事業名： 北部・生理検査研修会
日　時： 平成30年9月28日（金）　19：00～20：30
場　所： 綾部市立病院東館2階講堂
主　題： 「基礎から学ぶ、不整脈」
講　師： 岩田　一哉　氏（アボットバスキュラージャパン株式会社）
参加数： 総数：29名（京臨技会員：29名）
報告者： 仲田　司（舞鶴共済病院）

学発番号： 学18-032
事業名： 北部・血液検査研修会
日　時： 平成30年10月18日（木）　19：00～20：30
場　所： 市民交流プラザふくちやま視聴覚室
主　題： 感染性疾患に関連する末梢血変化
講　師： 池田　尚隆　氏（シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社）
参加数： 総数：20名（京臨技会員：20名）
報告者： 谷口　勇二（京都微生物研究所　福知山支所）

学発番号： 学18-033
事業名： 第24回京都北部CDEの会講習会
日　時： 平成30年11月17日（土）　14：50～18：30
場　所： 舞鶴医療センター内地域医療研修センター
主　題： 楽しくできる糖尿病教育の実践～性格タイプ別アプローチ
講　師： 同道　正行　先生（独立行政法人国立病院機構京都医療センター臨床研究センター）
参加数： 総数：46名（京臨技会員：4名）
報告者： 原田　真弓（綾部市立病院）

学発番号： 学18-038
事業名： 北部・微生物検査研修会
日　時： 平成30年11月28日（水）　19：00～20：30
場　所： 舞鶴西駅交流センター第2会議室
主　題1： 近年の抗菌薬事情について
講　師1： 小野　剛　氏（Meiji　Seika　ファルマ株式会社医薬京都支所）　
主　題2： 抗菌薬の系統と各薬剤の作用について
講　師2： 富士　和之　氏（Meiji　Seika　ファルマ株式会社医薬京都支所）　
参加数： 総数：13名（京臨技会員：12名）
報告者： 小西　由久（舞鶴共済病院　臨床検査科）

学発番号： 学18-048
事業名： 北部・管理運営研修会
日　時： 平成31年1月30日（水）　18：30～20：00
場　所： 綾部市立病院東館2階講堂
主　題： SOP、作業日誌準備万端ですか？あなたの悩み解決します！

～12月医療法技師法改正に伴う変化と対応～
講　師： 中山　剛　氏（日本電子株式会社MEソリューション営業本部）
参加数： 総数：24名（京臨技会員：23名）
報告者： 園田　真之（丹後中央病院）

学発番号： 学18-054
事業名： 北部・生化学研修会
日　時： 平成31年2月8日（金）　19：00～20：30
場　所： 市民交流プラザふくちやま3F視聴覚室
主　題： 生化学機器で免疫項目を測定する際の注意点
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報告者： 園田　真之（丹後中央病院　臨床検査部）

学発番号： 学18-011
事業名： 北部・一般検査研修会in丹後（part　2）
日　時： 平成28年7月26日（木）　19：00～20：30
場　所： 京都府立丹後勤労者福祉会館　2.3会議室
主　題： 血液型検査におけるイレギュラー反応の考え方・対応
講　師： 小黒　博之　技師（バイオ・ラッドラボラトリーズ（株）カスタマーケア本部）
参加数： 総数：25名（京臨技会員：22名）
報告者： 田村　広海（京都府立医科大学附属北部医療センター臨床検査科）

学発番号：
事業名： 北部・生理検査研修会
日　時： 平成30年9月28日（金）　19：00～20：30
場　所： 綾部市立病院東館2階講堂
主　題： 「基礎から学ぶ、不整脈」
講　師： 岩田　一哉　氏（アボットバスキュラージャパン株式会社）
参加数： 総数：29名（京臨技会員：29名）
報告者： 仲田　司（舞鶴共済病院）

学発番号： 学18-032
事業名： 北部・血液検査研修会
日　時： 平成30年10月18日（木）　19：00～20：30
場　所： 市民交流プラザふくちやま視聴覚室
主　題： 感染性疾患に関連する末梢血変化
講　師： 池田　尚隆　氏（シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社）
参加数： 総数：20名（京臨技会員：20名）
報告者： 谷口　勇二（京都微生物研究所　福知山支所）

学発番号： 学18-033
事業名： 第24回京都北部CDEの会講習会
日　時： 平成30年11月17日（土）　14：50～18：30
場　所： 舞鶴医療センター内地域医療研修センター
主　題： 楽しくできる糖尿病教育の実践～性格タイプ別アプローチ
講　師： 同道　正行　先生（独立行政法人国立病院機構京都医療センター臨床研究センター）
参加数： 総数：46名（京臨技会員：4名）
報告者： 原田　真弓（綾部市立病院）

学発番号： 学18-038
事業名： 北部・微生物検査研修会
日　時： 平成30年11月28日（水）　19：00～20：30
場　所： 舞鶴西駅交流センター第2会議室
主　題1： 近年の抗菌薬事情について
講　師1： 小野　剛　氏（Meiji　Seika　ファルマ株式会社医薬京都支所）　
主　題2： 抗菌薬の系統と各薬剤の作用について
講　師2： 富士　和之　氏（Meiji　Seika　ファルマ株式会社医薬京都支所）　
参加数： 総数：13名（京臨技会員：12名）
報告者： 小西　由久（舞鶴共済病院　臨床検査科）

学発番号： 学18-048
事業名： 北部・管理運営研修会
日　時： 平成31年1月30日（水）　18：30～20：00
場　所： 綾部市立病院東館2階講堂
主　題： SOP、作業日誌準備万端ですか？あなたの悩み解決します！

～12月医療法技師法改正に伴う変化と対応～
講　師： 中山　剛　氏（日本電子株式会社MEソリューション営業本部）
参加数： 総数：24名（京臨技会員：23名）
報告者： 園田　真之（丹後中央病院）

学発番号： 学18-054
事業名： 北部・生化学研修会
日　時： 平成31年2月8日（金）　19：00～20：30
場　所： 市民交流プラザふくちやま3F視聴覚室
主　題： 生化学機器で免疫項目を測定する際の注意点
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講　師： 金田　幸枝　氏（積水メディカル株式会社西日本営業所学術・技術担当）
参加数： 総数：14名（京臨技会員：14名）
報告者： 余田　武志（市立福知山市民病院BML検査室）

K．【南部研究班】
学発番号： 学18-006
事業名： 南部・緊急検査研修会
日　時： 平成30年6月16日（土）　14：15～16：00
場　所： 京都岡本記念病院　3階　おかもとホール
主　題1： 緊急検査における心電図記録の基礎
講　師1： 平岡　仁　技師（京都山城総合医療センター）
主　題2： 輸血検査（血液型とクロスマッチ）
講　師2： 青山　絹子　技師（京都岡本記念病院）
主　題3： 尿沈渣とグラム染色
講　師3： 森　雅浩　技師（宇治徳洲会病院）
参加数： 総数：33名（京臨技会員：31名）
報告者： 青山　絹子（京都岡本記念病院）

学発番号： 学18-040
事業名： 南部研修会　「業務に役立つ、人体構造と細胞のはなし」
日　時： 平成30年12月22日（土）　14：30～16：30
場　所： 宇治徳州会病院　4階　研修室
主　題1： 体腔液検査と髄液検査について
講　師1： 藤井　宏哉　技師（株式会社ファルコバイオシステムズ）
主　題2： 尿沈渣、細胞診、超音波検査等に役立つ人体構造及び細胞の話
講　師2： 江口　光徳　技師（宇治徳洲会病院）
参加数： 総数：22名（京臨技会員：20名）
報告者： 橋本　行正（京都山城総合医療センター）

L．【チーム医療】
学発番号： 学18-027
事業名： 第24回京都CDEの会講習会
日　時： 平成30年9月2日（日）　13：30～17：00
場　所： 京都府立医科大学付属図書館　合同講義棟2階
特別講演（妊婦）：「妊娠糖尿病　診断基準改定後の臨床像」
講　師： 福本　まりこ　先生（大阪市立総合医療センター　糖尿病内科　担当部長）
講　演（高齢者）：「高齢者糖尿病患者の地域とつなぐ支援の実際」
講　師： 小林　美保　先生（国立病院機構　京都医療センター　看護師）
講　演（高齢者）：「在宅における糖尿病療養者の栄養管理について」
講　師： 松木　さなえ　先生（一般社団法人　仁風会　嵯峨野病院　管理栄養士）
特別講演（思春期）：子どもからティーンエージャーへ段階に応じた1型糖尿病の自己管理
講　師1： 村田　敬　先生（国立病院機構　京都医療センター　糖尿病センター）
参加数： 総数：129人（京臨技会員：9名）
報告者： 鈴木　泰子（なぎ辻病院）

学発番号： 学18-056
事業名： 第25回京都CDEの会講習会
日　時： 平成31年2月24日（日）　13：20～16：50
場　所： 京都大学医学部創立百周年記念施設　芝浦会館　山内ホール
主　題1： 糖尿病患者に対する運動指導におけるリスク管理
講　師1： 佐藤　達也　先生（京都大学医学部附属病院　理学療養士）
主　題2： 高齢糖尿病への運動支援～現場で使えるワンポイントアドバイス～
講　師2： 松井　浩　氏（有限会社ヒューマンモア代表取締役　他）
主　題3： 運動指導でこんなとき、どうしていますか？

グループディスカッション　ワールドカフェ方式
講　師3： 松井　浩　氏（有限会社ヒューマンモア代表取締役　他）
参加数： 総数：63人（京臨技会員：5名）
報告者： 青山　絹子（京都岡本記念病院）

4.広報事業（継続事業　4）
　ホームページやメールマガジン、行事予定表を利用して学術活動や事業活動の広報に努めました。
　会誌、会報（ニュースレター）を発行しました。

4-1.会誌
会誌　2018.Vol.45「平成30年度総会号・第57回日臨技近畿支部医学検査学会特集号」

第1号報告

会長挨拶
平成30年度　定時総会報告
平成29年度　事業報告書　報告の件
平成30年度　事業計画書　報告の件
平成30年度　予算計画　報告の件
平成29年度　決算報告　承認の件
理事任期満了につき25名選任の件
監事任期満了につき2名選任の件
平成29年度　京都府臨床検査技師会理事会議事録
平成30年度　名簿（役員・研究班・賛助会員）

平成29年度　京臨技ニュースレター（バックナンバー）
定款
第57回日臨技近畿支部医学検査学会報告

4-2.会報（ニュースレター）
　5月、7月、10月、1月の4回発行しました。

4-3.ホームページ

4-4.メールマガジン
　ほぼ毎週発行し、通算850号を突破しました。登録会員数は年度末で、290名です。

5．市民・資格者向け啓発事業（継続事業　5）
5-1定時総会

事業名： 京臨技平成29年度定時総会
日　時： 平成30年6月26日（火）　19：00～19：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題： 第1号～第3号報告の報告、第1号～第3号議案の議決
参加数： 出席会員：712名（うち委任状：667名）
報告者： 佐藤　晴久（洛和会音羽病院）

5-2府・市民公開講座

事業名： 平成30年度京臨技市民公開講演会
日　時： 平成30年12月9日（日）　14：00～15：30
場　所： ハピネス福知山
主　題： ガッテン流　半端ないダイエット技SP
講　師： 北折　一　氏（NHKためしてガッテン元専任ディレクター）
参加数： 総数：35名（京臨技会員：34名）
来場者： 一般市民：90人
報告者： 四方　学（綾部市立病院）

5-3新入・転入会員研修会

事業名： 第20回新入転入研修会

　例年恒例の新入転入会員を迎えて、日臨技の組織・運営説明を白波瀬会長から、また京臨技の組
織・運営説明を佐藤理事から説明、報告をうけました。自らが所属する職場とは異なる職能団体につい
ての説明や事業の説明など今後検査技師として働く中で知っておくべき内容の報告でした。研修会参
加総数　73名（うち新入・転入会員：35名）と例年と同程度の参加者数であり大変盛況な研修会でした。
会員の皆様に有益な研修会や啓発活動が開催されていることが伝わったと思います。

　平成30年度一般社団法人京臨技定時総会が京都保健衛生専門学校で開催され、会員数1105名のう
ち出席会員712名（うち委任状667名）をもって成立しました。まず第1号報告、第2号報告、第3号報告が
され、次に第1号議案について詳細な説明ののち会場に諮り承認されました。続いて第2号議案、役員
候補者選出委員会からの第3号議案についても承認され、すべての議案が承認されました。

　昨年度は、検査と健康展と同日に同じ建物内で京都府中丹保健所と共催で行いました。
　体重の増加は生活習慣病の原因になっています。講師である北折一氏は、「量るだけダイエット」を提
唱されおり、短い講演時間でしたが、家族や周りの人のために体重をしっかりコントロールし健康な生活
を送ることの大切さをお話しされました。要約筆記の方にもきていただき、京都府中丹保健所と共催する
ことで多くの方に情報を発信できたと思います。

　随時更新を行い迅速な広報を実施しました。行事予定のページでは2ヶ月分の京臨技行事予定・研
究班行事予定をまとめ、毎月ホームページに掲載しました。
　会員ページでは精度管理事業の報告や、各種行事の写真公開などを行いました。求人情報では約
60施設からの求人情報を掲載しました。
　問い合わせフォームから京臨技に関して手軽に問い合わせができるようにしました。
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会長挨拶
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参加数： 出席会員：712名（うち委任状：667名）
報告者： 佐藤　晴久（洛和会音羽病院）

5-2府・市民公開講座

事業名： 平成30年度京臨技市民公開講演会
日　時： 平成30年12月9日（日）　14：00～15：30
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主　題： ガッテン流　半端ないダイエット技SP
講　師： 北折　一　氏（NHKためしてガッテン元専任ディレクター）
参加数： 総数：35名（京臨技会員：34名）
来場者： 一般市民：90人
報告者： 四方　学（綾部市立病院）

5-3新入・転入会員研修会

事業名： 第20回新入転入研修会

　例年恒例の新入転入会員を迎えて、日臨技の組織・運営説明を白波瀬会長から、また京臨技の組
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加総数　73名（うち新入・転入会員：35名）と例年と同程度の参加者数であり大変盛況な研修会でした。
会員の皆様に有益な研修会や啓発活動が開催されていることが伝わったと思います。

　平成30年度一般社団法人京臨技定時総会が京都保健衛生専門学校で開催され、会員数1105名のう
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候補者選出委員会からの第3号議案についても承認され、すべての議案が承認されました。

　昨年度は、検査と健康展と同日に同じ建物内で京都府中丹保健所と共催で行いました。
　体重の増加は生活習慣病の原因になっています。講師である北折一氏は、「量るだけダイエット」を提
唱されおり、短い講演時間でしたが、家族や周りの人のために体重をしっかりコントロールし健康な生活
を送ることの大切さをお話しされました。要約筆記の方にもきていただき、京都府中丹保健所と共催する
ことで多くの方に情報を発信できたと思います。
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第1号報告

日　時： 平成30年9月7日（金）　18：30～19：15
場　所： ホテル京阪京都
主　題1： 日臨技　組織・運営説明
講　師1： 白波瀬　浩幸　技師（日本臨床衛生検査技師会執行理事・京都府臨床検査技師会会長）
主　題2： 京臨技　組織・運営説明
講　師2： 佐藤　晴久　技師（京都府臨床検査技師会　総務部長）
参加数： 総数：73名（京臨技会員：73名　うち新入・転入会員：35名）
報告者： 増田　信弥（京都民医連中央病院）

5-4京臨技北部学術発表会

事業名： 第29回京臨技北部学術発表会
日　時： 平成31年2月16日（土）　12：00～17：30
場　所： 舞鶴赤十字病院講堂
主　題1： 日本赤十字社の災害への備えと救護活動について
講　師1： 里見　紀久子　氏（舞鶴赤十字病院看護部）
主　題2： 災害時における臨床検査技師の関わり　熊本地震の日臨技大規模DVT検診を経験して
講　師2： 簑田　直樹　技師（姫路赤十字病院検査技術部生体検査課）
主　題3： 一般演題発表4演題
主　題4： 症例検討2症例
参加数： 総数：62名（京臨技会員：44名、他府県会員：1名、賛助会員：17名）
報告者： 四方　学（綾部市立病院）

5-5施設連絡責任者会議

事業名： 第14回施設連絡責任者会議
日　時： 平成31年3月2日（土）　12：15～13：45
場　所： 京都府立医科大学基礎医学舎
主　題： 医療法等の一部改正と精度確保に係る各種標準作業書・日誌等の作成について
講　師： 白波瀬　浩幸　技師（日本臨床衛生検査技師会執行理事・京都府臨床検査技師会会長）
参加数： 総数：62名（京臨技会員：58名）
報告者： 西村　和司（康生会武田病院）

5-6京都病院学会

事業名： 第53回京都病院学会
日　時： 平成30年6月10日（日）　9：00～17：00
場　所： 池坊短期大学
主　題1： 特別講演「認知症への介入：IADLと生活習慣に着目して」
講　師1： 木下　彩栄　先生（京都大学医学部人間健康科学科　教授）
主　題2： 基調講演「認知症に伴う精神症状への対応」
講　師2： 澤田　親男　先生（北山病院　院長　認知症サポート医）
全体数： 2273名
報告者： 佐藤　晴久（洛和会音羽病院）

5-7多職種連携のための臨床検査技師能力開発講習会

事業名： 多職種連携のための臨床検査技師能力開発講習会

　「検査説明・相談ができる臨床検査技師育成事業」の継承事業として日臨技及び京都府臨床検査技
師会共同主催で昨年度より3年間の講習会を開催することになりました。昨年度は2日間にわたり看護
師、臨床工学技士、薬剤師を講師にお招きし、講演と実技の講習を行って頂きました。
　他の職種での当たり前が我々検査技師には未知のことも多く、それぞれの職種の専門性を改めて認
識できる講習会でした。特に実技講習は大変好評で、時間が足りないとの声が出るほど大変活気のあ
る講習会となりました。

　実行委員1名、準備委員6名、座長5名を派遣して運営に関わりました。臨床検査部門は23題の演題
発表があり、座長（京臨技会員）の進行により、質疑応答も活発に行われ、大変意義のある学会でした。

　昨年度の会議では医療法の一部改正への対応について各施設で行うべきこと、それに対する日本臨
床衛生検査技師会の支援体制について情報を得ることができました。臨床検査の品質や精度の確保が
法による要求事項となり、臨床検査技師としての業務の重要性を改めて実感できる内容でした。各種標
準作業書、日誌、台帳の作成とともに内部精度管理、外部精度管理の実施、受検を継続して取り組む
必要があると思います。多くの方に参加いただき、各施設の関心の高さと真摯な取り組みをうかがい知る
ことができる会議となりました。

　北部学術発表会は昨年度で29回目の開催となりました。会場は舞鶴赤十字病院として一般演題4題、
症例検討2症例、特別講演2題の三部構成で開催しました。症例検討ではチームに分かれてR-CPCを
行いました。特別講演は災害医療をテーマにしました。万が一災害が発生した場合、臨床検査技師とし
て何ができるかを考えるよい機会になりました。

第1号報告

日　時： 平成30年12月15日～16日
場　所： 京都保健衛生専門学校
主　題1：
講　師1：
主　題2：
講　師2：
主　題3：
講　師3：
主　題4：
講　師4：
主　題5：
講　師5：
主　題6：
講　師6：
全体数：
報告者：

5-8臨床検査技師のための認知症対応力向上講習会

事業名： 平成30年度臨床検査技師のための認知症対応力向上講習会B
日　時： 平成30年6月3日（日）　8：00～18：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主　題： 認知症対応力向上講習会B
参加数：

報告者： 小澤　優（京都保健衛生専門学校　臨床検査学科）

6．共催・後援・協力事業
6-1共催事業

事業名： 子宮の日　子宮頸がん啓発活動
日　時： 平成30年4月29日（日）
会　場： ゼスト御池　地下街　河原町広場
共　催： 京都臨床細胞学会・京都府細胞検査士会

事業名： 第53回京都病院学会
日　時： 平成30年6月10日（日）
会　場： 池坊短期大学
共　催： 京都私立病院協会

事業名： 第12回京都府細胞診ワークショップ
日　時： 平成30年6月17日（日）
会　場： 京都保健衛生専門学校
共　催： 京都臨床細胞学会　京都府細胞検査士会

事業名： 第25回京都CDEの会講習会
日　時： 平成31年2月24日（日）
会　場： 京都大学医学部創立百周年記念施設　芝蘭会館　山内ホール
共　催： 京都CDEの会、アボットジャパン株式会社

事業名： 第25回京都北部CDEの会講習会
日　時： 平成31年3月16日（土）
会　場： 舞鶴医療センター内地域医療研修センター
共　催： 京都北部CDEの会（MSD株式会社）

6-2後援事業
事業名： 第35回京都民医連中央病院細胞診教育セミナー
日　時： 平成30年4月～12月
会　場： 京都民医連中央病院　病理技術課
主　催： 公益社団法人京都保健会　京都民医連中央病院

事業名： 平成30年度高校生の病院臨床検査室見学

　本講習会は大阪府済生会中津病院大井茂昭技師のサポートを受け開催しました。講習会内容は、神
経心理学的検査総論～認知症疾患医療センター、物忘れ外来、認知症スクリーニングで実技講習を含
む合計500分間の講習会でした。

総数：23名（京臨技会員：12名　大臨技：6名　奈良臨技：3名　東京臨技：1名
愛知臨技：1名）

看護職から観た患者心理と家族とのコミュニケーション＜座学＞＜実技＞
谷本　千亜紀　氏（京都保健衛生専門学校　看護学科教務部長）
知っておくべき患者移送技術＜座学＞＜実技＞

齊藤　祐巳子（京都大学医学部附属病院）

谷本　千亜紀　氏（京都保健衛生専門学校　看護学科教務部長）
知っておくべきベッドサイド機器管理＜座学＞＜実技＞
澤田　正二　氏（京都社会事業財団　西陣病院　臨床工学科科長）

臨床検査技師が他職種業務を知る意義
宮島　喜文　氏（日本臨床検査技師会代表理事会長）

知っておくべき薬理
樋口　眞宏　氏（愛生会山科病院　薬剤部主任）
総数：23名（京臨技会員：19名）

臨床検査技師が他職種業務を知る意義
齊藤　祐巳子　技師（京都大学医学部附属病院）
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第1号報告

日　時： 平成30年12月15日～16日
場　所： 京都保健衛生専門学校
主　題1：
講　師1：
主　題2：
講　師2：
主　題3：
講　師3：
主　題4：
講　師4：
主　題5：
講　師5：
主　題6：
講　師6：
全体数：
報告者：

5-8臨床検査技師のための認知症対応力向上講習会

事業名： 平成30年度臨床検査技師のための認知症対応力向上講習会B
日　時： 平成30年6月3日（日）　8：00～18：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主　題： 認知症対応力向上講習会B
参加数：

報告者： 小澤　優（京都保健衛生専門学校　臨床検査学科）

6．共催・後援・協力事業
6-1共催事業

事業名： 子宮の日　子宮頸がん啓発活動
日　時： 平成30年4月29日（日）
会　場： ゼスト御池　地下街　河原町広場
共　催： 京都臨床細胞学会・京都府細胞検査士会

事業名： 第53回京都病院学会
日　時： 平成30年6月10日（日）
会　場： 池坊短期大学
共　催： 京都私立病院協会

事業名： 第12回京都府細胞診ワークショップ
日　時： 平成30年6月17日（日）
会　場： 京都保健衛生専門学校
共　催： 京都臨床細胞学会　京都府細胞検査士会

事業名： 第25回京都CDEの会講習会
日　時： 平成31年2月24日（日）
会　場： 京都大学医学部創立百周年記念施設　芝蘭会館　山内ホール
共　催： 京都CDEの会、アボットジャパン株式会社

事業名： 第25回京都北部CDEの会講習会
日　時： 平成31年3月16日（土）
会　場： 舞鶴医療センター内地域医療研修センター
共　催： 京都北部CDEの会（MSD株式会社）

6-2後援事業
事業名： 第35回京都民医連中央病院細胞診教育セミナー
日　時： 平成30年4月～12月
会　場： 京都民医連中央病院　病理技術課
主　催： 公益社団法人京都保健会　京都民医連中央病院

事業名： 平成30年度高校生の病院臨床検査室見学

　本講習会は大阪府済生会中津病院大井茂昭技師のサポートを受け開催しました。講習会内容は、神
経心理学的検査総論～認知症疾患医療センター、物忘れ外来、認知症スクリーニングで実技講習を含
む合計500分間の講習会でした。

総数：23名（京臨技会員：12名　大臨技：6名　奈良臨技：3名　東京臨技：1名
愛知臨技：1名）

看護職から観た患者心理と家族とのコミュニケーション＜座学＞＜実技＞
谷本　千亜紀　氏（京都保健衛生専門学校　看護学科教務部長）
知っておくべき患者移送技術＜座学＞＜実技＞

齊藤　祐巳子（京都大学医学部附属病院）

谷本　千亜紀　氏（京都保健衛生専門学校　看護学科教務部長）
知っておくべきベッドサイド機器管理＜座学＞＜実技＞
澤田　正二　氏（京都社会事業財団　西陣病院　臨床工学科科長）

臨床検査技師が他職種業務を知る意義
宮島　喜文　氏（日本臨床検査技師会代表理事会長）

知っておくべき薬理
樋口　眞宏　氏（愛生会山科病院　薬剤部主任）
総数：23名（京臨技会員：19名）

臨床検査技師が他職種業務を知る意義
齊藤　祐巳子　技師（京都大学医学部附属病院）
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第1号報告

日　時： 平成30年06月16日（土）
平成30年07月21日（土）
平成30年08月25日（土）
平成30年10月13日（土）

会　場： 京臨技所属施設の臨床検査室
主　催： 京都保健衛生専門学校

事業名： 第24回京都CDEの会講習会
日　時： 平成30年9月2日（日）　13：30～17：00
会　場： 京都府立医科大学附属図書館　合同講義棟2階
主　催： 京都CDEの会

事業名： 糖尿病対策講座
日　時： 平成30年11月11日（日）　13：00～17：00
会　場： 京都府医師会館
主　催： 一般社団法人京都府医師会

事業名： 「世界糖尿病デー」糖尿病対策講座およびブルーライトアップ
日　時： 平成30年11月14日（水）　18：00～22：00
会　場： 東寺五重塔、二条城、京都タワー、八坂神社、南丹国際交流会館

京都府庁旧本館、京都市役所庁舎、京都府立医科大学旧図書館棟
主　催： 一般社団法人京都府医師会

事業名： 平成30年度市民公開シンポジウム
「いつくるかわからない自然災害、病院は大丈夫？」

日　時： 平成30年11月18日（日）　13：30～16：30　
会　場： メルパルク京都
主　催： 公益社団法人　日本放射線技術学会

事業名： 平成30年度京都府糖尿病対策推進講習会
「高齢者の糖尿病治療」

日　時： 平成31年2月11日（月祝）　10：00～12：00
会　場： 京都府医師会館
日　時： 平成31年2月23日（土）　14：00～16：00
会　場： けいはんなプラザ
日　時： 平成31年3月17日（日）　10：00～12：00
会　場： 宮津シーサイドマートミップル
主　催： 京都府医師会

事業名： 第16回病理・細胞診セミナー
日　時： 平成31年1月12日（土）
会　場： 神戸大学医学部会館　シスメックスホール
主　催： サクラファインテックジャパン株式会社

事業名： 平成30年度先駆的臨床検査技術研修会（第5回遺伝子染色体研修会）
日　時： 平成31年1月13日（日）～14日（月）
会　場： 京都保健衛生専門学校
主　催： 一般社団法人　日本臨床衛生検査技師会

事業名： 第7回臨床検査セミナー　in　Kyoto
日　時： 平成31年2月2日（土）　13：00～17：30
会　場： ホテル京阪京都
主　催： 京都和光純薬株式会社

事業名： 日本医療マネジメント学会第16回京滋支部学術集会
日　時： 平成31年2月16日（土）　9：00～16：30
会　場： 京都テルサ
主　催： 日本医療マネジメント学会

事業名： 第25回阪神エコーレベルアップミーティング
日　時： 平成31年3月9日（土）
会　場： 兵庫医科大学
主　催： 阪神エコーレベルアップミーティング

第1号報告

事業名： 第18回京都呼吸ケア研究会
日　時： 平成31年3月23日（土）
会　場： 京都リサーチパーク
主　催： 京都呼吸ケア研究会、京都府医師会、京都胸部医会、京都内科医会

6-3賛助
　該当なし

6-4協力・出席　等
　協力
　該当なし

　行事出席
事業名： 京都保健衛生専門学校入学式
日　時： 平成30年4月11日（水）
会　場： アスニー京都
出席者： 白波瀬会長

事業名： 厚労省霞ヶ関子ども見学デー
日　時： 平成30年7月31日（火）～8月2日（木）
会　場： 厚労省　中央合同庁舎　5号館
出席者： 小澤副会長

事業名： 京都府赤十字血液センター　新社屋完成竣工式
日　時： 平成30年10月11日（木）
会　場： 京都府赤十字血液センター
出席者： 白波瀬会長、小澤副会長

事業名： 京都府放射線技師会創立70周年記念式典・祝賀会
日　時： 平成30年10月27日（土）
会　場： 京都ブライトンホテル
出席者： 白波瀬会長

事業名： あやべ食育すこやかフェスティバル
日　時： 平成30年11月11日（日）
会　場： 綾部保健福祉センター
出席者： 小澤副会長、荻野監事

事業名： 日衛協第38回近畿支部臨床検査大会
日　時： 平成30年11月12日（月）
会　場： シェラトン都ホテル大阪
出席者： 白波瀬会長

事業名： 京都私立病院協会創立54周年記念式典
日　時： 平成30年11月16日（金）
会　場： ウエスティン都ホテル
出席者： 白波瀬会長

事業名： 私立病院協会・新春会員懇親会
日　時： 平成31年1月19日（土）
会　場： 京都ブライトンホテル
出席者： 小澤副会長

事業名： 宮島よしふみ政経セミナー
日　時： 平成31年1月25日（金）
会　場： ホテルルポール麹町
出席者： 白波瀬会長

事業名： 日臨技賀詞交歓会
日　時： 平成31年1月25日（金）
会　場： 霞山会館
出席者： 白波瀬会長

事業名： 先駆的臨床検査技術研修会　第4回神経生理研修会
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事業名： 第18回京都呼吸ケア研究会
日　時： 平成31年3月23日（土）
会　場： 京都リサーチパーク
主　催： 京都呼吸ケア研究会、京都府医師会、京都胸部医会、京都内科医会

6-3賛助
　該当なし

6-4協力・出席　等
　協力
　該当なし

　行事出席
事業名： 京都保健衛生専門学校入学式
日　時： 平成30年4月11日（水）
会　場： アスニー京都
出席者： 白波瀬会長

事業名： 厚労省霞ヶ関子ども見学デー
日　時： 平成30年7月31日（火）～8月2日（木）
会　場： 厚労省　中央合同庁舎　5号館
出席者： 小澤副会長

事業名： 京都府赤十字血液センター　新社屋完成竣工式
日　時： 平成30年10月11日（木）
会　場： 京都府赤十字血液センター
出席者： 白波瀬会長、小澤副会長

事業名： 京都府放射線技師会創立70周年記念式典・祝賀会
日　時： 平成30年10月27日（土）
会　場： 京都ブライトンホテル
出席者： 白波瀬会長

事業名： あやべ食育すこやかフェスティバル
日　時： 平成30年11月11日（日）
会　場： 綾部保健福祉センター
出席者： 小澤副会長、荻野監事

事業名： 日衛協第38回近畿支部臨床検査大会
日　時： 平成30年11月12日（月）
会　場： シェラトン都ホテル大阪
出席者： 白波瀬会長

事業名： 京都私立病院協会創立54周年記念式典
日　時： 平成30年11月16日（金）
会　場： ウエスティン都ホテル
出席者： 白波瀬会長

事業名： 私立病院協会・新春会員懇親会
日　時： 平成31年1月19日（土）
会　場： 京都ブライトンホテル
出席者： 小澤副会長

事業名： 宮島よしふみ政経セミナー
日　時： 平成31年1月25日（金）
会　場： ホテルルポール麹町
出席者： 白波瀬会長

事業名： 日臨技賀詞交歓会
日　時： 平成31年1月25日（金）
会　場： 霞山会館
出席者： 白波瀬会長

事業名： 先駆的臨床検査技術研修会　第4回神経生理研修会
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日　時： 平成31年2月16日（土）
会　場： 日臨技会館
出席者： 齊藤理事

事業名： 京都保健衛生専門学校卒業式
日　時： 平成31年3月18日（月）
会　場： 京都アスニー
出席者： 林副会長

6-5．各種表彰
平成30年度京都府保健医療功労者等表彰 青山　絹子
平成30年度公衆衛生事業功労者表彰 山口　俊朗

7.総務事業
　平成30年度は、年度末会員数1165名（前年1126名）賛助会員55社（前年58社）でした。

第2号報告

第2号報告

平成31年度 事業計画

1．衛生思想事業
1-1くらしと健康展

1-2京都府医療推進協議会主催イベント

1-3子宮頸がん啓発活動ＬＯＶＥ49

1-4全国「検査と健康展」（日臨技公益委託事業）京都会場

1-5京都府医師会・京都府臨床検査技師会合同研修会

1-6あやべ食育・すこやかフェスティバル

1-7舞鶴市糖尿病講演会

2．精度管理事業
2-1精度管理事業

2-2合同報告会

2-3京都府・京都市　京都衛生検査所精度管理専門家会議

3．研究講習事業
3-1学術研究班

　毎年、秋に開催することで一般の方の間で臨床検査についての理解が深まってきています。全国「検
査と健康展」は我々京臨技にとっても重要な活動だと思います。今年度も創意工夫を凝らした企画にし
たいと考えます。

　臨床検査技師と医師が、共通して臨床上最も関心がある病態を取り上げ、今後の検査・治療に役立
つ内容の研修会を開催します。  (第32回）

　啓発活動はもちろんですが臨床検査技師さんコーナーを設けることで、臨床検査技師の知名度向上
も期待できることから今年度も企画したいと考えます。

　啓発活動はもちろんですが、超音波検査技術など我々が持つ検査技術を用いて活動を行うことで、
臨床検査技師の知名度向上も期待できることから今年度も企画したいと考えます。

　京臨技においては、財務体質の改革、すなわち予算の使い方を再検討する年度にしたいと考えています。
平成19年から10年以上にわたって川端丸太町角にあるオフィスビルを丸太町事務所として賃借していました
が、京都保健衛生専門学校の一室を事務所として借りることで経費節減し、その費用を学術活動補助やホー
ムページをはじめとするIT化の充実、円滑な技師会運営を目指していく所存です。そして、今まで以上に活
性化した技師会を構築するとともに、若い会員の参画を促し、永続的に発展し続ける京臨技となるように努力
して参ります。

　「くらしと健康展」は、臨床検査及び臨床検査技師の存在を京都府民に広く知って頂ける事業である
ので、今年度も、継続して協力したいと考えます。

　府市民向けの講演会、シンポジウムの開催が計画されています。社会公益活動の一環としてこれらに
協力します。

　平成31年度、国の一般会計予算が初めて100兆円を突破し、そのなかでも社会保障費の占める割合が、
33.6％となり過去最大となりました。近年は高齢者数がピークを迎える 2040 年頃を見据え、平均寿命の延び
を上回る健康寿命の延伸を目指していくとの考えが示されています。
　そういった時代を背景に日臨技では卒前教育や卒後教育の見直しにも力を注いでおり、地臨技とともに人
材育成に力点を置いた研修会開催が実施されます。当会としても日臨技と一緒に人材育成に力を入れてい
きたいと考えます。

　地臨技の特色を生かし小回りの利く精度管理調査を実施します。また、JAMTQCでの精度管理調査
が定着するように努力します。

　京臨技の主な事業として今年度も精度管理調査を実施し、参加施設のベースを引き上げ、レベル
アップ、標準化を進めます。また、昨年度の医療法改正に伴う医療機関検査室の精度保証の観点から
多くの施設の参加ができるよう努め、合同報告会も内容等検討していきます。

　今年度も京都衛生検査所精度管理専門家会議への参加、立入検査に同行し協力していきます。

　実技講習会（8回）・研修会（39回）・講演会（14回）を予定しています。それぞれの分野の特徴を活か
し、基礎から応用編まで幅広く学術事業を行います。

　子宮頸がんに関する啓発や、検診の受診率アップなどは大切なことと考えるため、今年度も啓発活動
を継続できるようにしていきます。
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